
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

様式１

大学等名

プログラム名

適用モデルカリキュラム

① 申請単位 ② 既認定プログラムとの関係

③ 教育プログラムの修了要件

④ 対象となる学部・学科名称

⑤ 修了要件

必要最低科目数・単位数 科目 単位 履修必須の有無

⑥ 応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必須 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

2 ○ ○

1 ○

⑦ 応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目

単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10 単位数 必須 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-10

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○ ○ ○

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

1 ○

2 ○

2 ○

⑧ 応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目

単位数 必須 単位数 必須

1

1

2

2

 

15

情報社会の法と倫理

プログラミングII

機械学習

授業科目 授業科目

情報科学実験I(データ科学と自動制御)

愛知県立大学

愛知県立大学情報科学部　数理・データサイエンス・AI教育(応用基礎レベル)プログラム

生体情報処理論

プロジェクトベースドラーニングII(アプリ開発)

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

授業科目

データサイエンス

プロジェクトベースドラーニングII(データ分析と問題解決)

情報科学実験I(データ科学と自動制御)

情報科学実験II(知能ロボティクス)

授業科目

確率・統計II

アルゴリズムとデータ構造II

プロジェクトベースドラーニングII(アプリ開発)

改訂版モデルカリキュラム(2024年2月22日改訂)

応用基礎レベルのプログラムを構成する授業科目について

確率・統計II（2単位），アルゴリズムとデータ構造II（2単位），プログラミングII（2単位），データサイエンス（2単位），機械学習（2単位），情報社会の法と倫
理（2単位），生体情報処理論（2単位）の７科目１４単位および以下の選択科目から１科目１単位以上が修了要件．選択科目として，プロジェクトベースド
ラーニングII(データ分析と問題解決)（1単位），プロジェクトベースドラーニングII(アプリ開発)（1単位），情報科学実験I(データ科学と自動制御)（2単位），情
報科学実験I(知能ロボティクス)（2単位）の４科目を指定し，選択科目の中から１科目以上を履修し，１単位以上修得すること．

学部・学科単位のプログラム

プロジェクトベースドラーニングII(データ分析と問題解決)

情報科学部

授業科目

8

授業科目

情報科学実験II(知能ロボティクス)
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

⑨ 選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-5

3-10

・ニューラルネットワークの原理「機械学習」(4回目), 「生体情報処理論」(11,12回目),  「データサイエンス」
（11回目）
・ディープニューラルネットワーク（DNN）「機械学習」(13回目)
・ディープニューラルネットワーク（DNN）「情報科学実験II(知能ロボティクス)」

・AIの学習と推論、評価、再学習「情報科学実験II(知能ロボティクス)」
・AIの開発環境と実行環境「機械学習」（7,11,14回目）

・並び替え（ソート）、探索（サーチ）「アルゴリズムとデータ構造II」(7～12回目)

・配列、木構造（ツリー）、グラフ「アルゴリズムとデータ構造II」(13回目)

・文字型、整数型、浮動小数点型「プログラミングII」(5,6回目)
・変数、代入、四則演算、論理演算「プログラミングII」(3,4回目)
・配列、関数、引数、戻り値「プログラミングII」(11～14回目)
・オブジェクト指向プログラミング「プロジェクトベースドラーニングII(アプリ開発)」

・データサイエンス活用事例「データサイエンス」(1,6,9回目)
・データを活用した新しいビジネスモデル「プロジェクトベースドラーニングII(データ分析と問題解決)」

・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「データサイエンス」(1回目)
・様々なデータ分析手法（回帰、分類、クラスタリングなど）「データサイエンス」(3回目)

・ビッグデータ活用事例「データサイエンス」(7回目)
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「情報科学実験I(データ科学と自動制御)」

・AIの歴史、推論、探索、トイプロブレム、エキスパートシステム「機械学習」(1回目)

・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「情報社会の法と倫理」(9,10回目)

・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「機械学習」(2,3,5,6,8-10,12回目), 「データサイエンス11,13,14回目」

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め
様々なデータ処理に関
する知識である「数学
基礎（統計数理、線形
代数、微分積分）」に加
え、ＡＩを実現するため
の手段として「アルゴリ
ズム」、「データ表現」、
「プログラミング基礎」
の概念や知識の習得を
目指す。

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械
学習の基礎と展望」、
及び「深層学習の基礎
と展望」から構成され
る。

授業科目

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・実世界で進む生成AIの応用と革新「生体情報処理論」(1回目), 基盤モデル，大規模言語モデル，拡散モデル「生体情報処理論」
(6,7,11,12回目), 生成AIの留意事項「生体情報処理論」(14,15回目)

・代表値（平均値、中央値、最頻値）、分散、標準偏差「確率・統計II」 (3回目)

選択項目 選択項目授業科目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】令和７年度申請用

Ⅰ

Ⅱ

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

課題発見能力を養い，数理，データサイエンス，AIの知識や技術を活用することで，これらの課題を効果的に解決するための知識や技能を修得する．

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理
解や認識の向上に資す
る実践の場を通じた学
習体験を行う学修項目
群。応用基礎コアのな
かでも特に重要な学修
項目群であり、「データ
エンジニアリング基
礎」、及び「データ・ＡＩ活
用 企画・実施・評価」か
ら構成される。

・オブジェクト指向プログラミング「プロジェクトベースドラーニングII(アプリ開発)」

・データを活用した新しいビジネスモデル「プロジェクトベースドラーニングII(データ分析と問題解決)」
・AIの学習と推論、評価、再学習「情報科学実験II(知能ロボティクス)」
・ビッグデータの収集と蓄積、クラウドサービス「情報科学実験I(データ科学と自動制御)」
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 909 人 女性 2343 人 （ 合計 3252 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

情報科学部 402 90 360 61 0 61 17%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 402 90 360 61 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 61 17%

愛知県立大学

応用基礎レベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和6

学部・学科名称 学生数
入学
定員

収容
定員

令和6年度 令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 履修者数
合計 履修率
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 209 人 （非常勤） 446 人

② プログラムの授業を教えている教員数 14 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

愛知県立大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

吉岡　博貴 情報科学部長

教務委員会および数理データサイエンスAI部会

代田健二 委員長・学科主任

愛知県立大学情報科学部及び大学院情報科学研究科委員会規程，学務委員会等報告書

１　専門教育の授業計画に関する事項
２　授業科目の履修及び修得単位の認定に関する事項
３　学生の進路に関する事項
４　学生の就職に関する事項
５　教育効果の評価に関すること。
６　教育に関する学部プロジェクトの企画・実施に関わる支援に関すること。
７　その他、教務に関する必要な事項

（教務委員会）　（＊は下記の数理データサイエンスAI部会の委員を兼ねる）
情報科学部教授　　 代田健二（学科主任，教務委員会委員長）（＊）
情報科学部准教授　神谷直希（１年生共同担任）（＊）

 情報科学部准教授　河中治樹（２年生共同担任）
情報科学部教授　　 山本晋一郎（３年生担任）（＊）
情報科学部教授　　 小林邦和（４年生担任）（＊）
情報科学部教授　　 臼田　毅（研究科主任，修士２年生担任）
情報科学部教授　　 太田　淳（認証評価委員会委員長，修士１年生担任）（＊）
情報科学部教授　　 吉岡博貴（学部長・研究科長）（＊）
情報科学部教授　　 神山斉己（大学管理職：教育研究審議会委員）（＊）
情報科学部准教授　小畑建太（１年生共同担任）（＊）

（数理データサイエンスAI部会）（上記＊の委員、および、下記の追加委員により構成）
情報科学部教授　   何　立風　　　    情報科学部教授　   神谷幸宏
情報科学部教授　   永井昌寛　　　   情報科学部准教授  平尾将剛
情報科学部准教授  伊藤正英　　　   情報科学部准教授  鈴木拓央
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 30%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 360

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

17% 20%

40% 50%

具体的な計画

目標を実現するため、本教育プログラムを開設する令和8年度入学者からは必修としている７科目
の履修を積極的に促すことを計画している。必修科目の中には４年次に開講する科目が１科目あ
るため（生体情報処理論）、本認定制度を意識した履修指導を行っていく。また、４年次に開講する
当該科目については、項目３－５をカバーするための方法であるため、２年次までの科目の中で
項目３－５の内容に関連する科目の内容を変更し、３年次までに必須科目の履修が完了するよう
な改善を計画する。更に、本制度に関する取り組みを加速するために、令和7年4月から学部教務
委員会に新しい作業部会、数理データサイエンスAI部会、を設置した。数理・データサイエンス・AI
教育に関する教育の質・履修者数をさらに向上させるための体制を強化した。

認定を受ける科目は全て情報科学部の専門科目であるが、現在でも他学科・他学科履修の制度
があるため、制度の上では受講が可能となっている。一方では、１～２年生の科目において履修
者数が９０名を超えているものも見受けられる。今後、他学部からの履修希望者を大幅に増加さ
せることはやや困難ではあるものの、履修希望の状況を確認しつつ、他学部からの履修希望者を
受け入れるための体制強化などをが必要となる。演習を含む実験科目については、利用機器や
教育体制などの制限があるため、演習科目についての他学部履修の対応は、主にプロジェクト
ベースドラーニングとして開講している科目の受講を促していくことを予定している。また、授業担
当教員に加え、TAが受講生に対して、きめ細かな学修サポートを行う体制としている。

新入生および在校生に対するガイダンスを年度の当初に実施している。それらガイダンス時には、
各学年の担当者から履修に関する詳細な指導が行われる。認定科目のうち１年次に開講予定の
科目については、ガイダンスおよびほぼ全員が履修登録する科目等の第１週目などにおいて積極
的な履修指導を進める。入学した1年生全員に対して１年次開講科目の履修登録を指導するとと
もに、教育支援システムの「お知らせ」機能などを用いて受講を促す。令和8年度からについては、
在校生に対しても、特に必須とした７科目についての受講を積極的に促し、また、後期開始前後の
履修登録時の際には、本認定制度についての理解を促し周知を促進するための取り組みを進め
ていく。また、大学ホームページ、広報誌、イベント等によりプログラム内容の紹介や学修成果の
発信を行うことで、本教育プログラムを学生に周知する。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

授業担当教員に加え、複数名のTAが質問対応を行うことにより、受講者数が増加した場合にも、
全受講者に対してきめ細かな学修サポートを行うことが可能となっている。また、講義教材は教育
支援システム上で共有し、履修を希望している学生や認定制度に興味を持っている学生に対して
閲覧の機会を提供していくことを計画している。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本教育プログラムは、教育支援システム上で管理している。不明点等はいつでもチャット、メール
等により質問することができ、質問は部会の教員またはTAを通じて返答する体制を整備してい
る。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 愛知県立大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 太田　淳 （役職名） 委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

自己点検・評価について

認証評価委員会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

本学が全学的に利用している教育支援システムを用いて、科目ごとの履修者数と単位習得状況、成績分布を把握し
ている。本プログラムでは主要な2科目であるデータサイエンスと機械学習がそれぞれ学部の4コースの2つずつのコー
スのための展開科目となっている。他コースの展開科目も卒業単位に算入できるが、より多くの学生にプログラムを履
修してもらうためには、何らかの仕組みを整備する必要がある。

学修成果

学部教務委員会に設置された数理データサイエンスAI部会において、受講者に対して実施している授業評価アンケー
トの結果を分析することによって、学生の理解度を把握することができる。また、学生の所属・学年別での修了状況
や、教育支援システム上で実施した課題への回答状況を分析することにより、授業の難易度に問題が無いかを確認し
ている。これらの分析結果は、学部の認証評価委員会と共有し、本教育プログラムの評価・改善に活用する。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

各学期末に教育支援システム上で全学生対象に実施している授業アンケートによって、学生の科目ごとの理解度を把
握している。このプログラムの科目群に限らず、全学的にアンケート回答率が低くなっており、2024年度から回答率を
上げるための試みが開始された。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

授業アンケートによって、科目ごとに学生の知的関心の高まりや授業への満足度を取得している。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

主要授業科目に関連する認定科目については、当該学年の全学生に履修を促すことを検討しており、履修者数、履修
率の向上に向けて取り組んでいる。また、情報科学部教務委員会に設置された数理データサイエンスAI部会において
授業方法や教材の見直しを行うことで、教育の質の確保を図り、学生の修了率を向上させる。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【応用基礎レベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

各講義において情報科学の社会とのつながりについて最新の事例に基づいて紹介し、学生の動機づけを図っている。
データサイエンスを学ぶことの楽しさや意義を学生がより理解できるような授業内容としている。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

学部教務委員会に設置された数理データサイエンスAI部会において、学生の修了状況や、課題の解答状況、授業評
価アンケートの結果の分析を行い、「分かりやすさ」の観点から教材や授業実施方法の改善策を検討している。また、
定期的に授業担当教員へのFDを行うことにより、授業の水準の維持・向上を図っている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

各コースにおいて卒業時に就職先の調査を行っている。本プログラム開始は令和8年度であり、卒業生が社会に出る
のは令和12年度以降となる見込みだが、全学的な卒後調査の実施の際に可能な範囲で活躍状況等の調査を実施す
る予定である。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

令和７年度から始まる第四期中期計画の間に、東海地域の企業等（支社を含む）に対して大学の数理・データサイエ
ンス・AI教育への期待、協業の希望等についてヒアリングを実施する。得られる意見は、今後の地域連携体制の構築
や、カリキュラム・教材の改善の参考とする。
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https://www.aichi-pu.ac.jp/disclosure/policy/cp_information_science_and_technology.html
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愛知県立大学（情報科学部）大学等名

愛知県立大学情報科学部 数理・データサイエンス・AI教育(応用基礎レベル)プログラム教育プログラム名

応用基礎レベル（学部・学科等単位）申請レベル

令和７年度申請年度

•

•
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ActionCheckDoPlan

愛知県立大学（情報科学部）大学等名

愛知県立大学情報科学部 数理・データサイエンス・AI教育(応用基礎レベル)プログラム教育プログラム名
補足資料
PDCAサイクルおよび学内連携
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